






































































































































2. 2.連続 して現れる ｢が｣
2.1では､総記 と呼ばれる ｢が｣は実は主語をマ一クする ｢が｣であり､
それに取って代わられるべきであることを主張した｡本小節では､この主張が
実に正論であるということを各種の実例を基に実証 していく｡












































(9)' ジョン 些 学生です｡
主 語
佳 占JL＼ヽノLlヽ



















下記に示す例文の中の ｢が｣が 2通 り (つまり､｢中立叙述｣ と ｢総記｣)に
解釈できるという指摘を最初にしたのは､Kuroda[11]である｡
(ll) ジョン 些 来た｡
a ) 中立叙述 :Johncame.




叙述｣や ｢総記｣ではなく､それぞれ ｢主語をマークする ｢が｣｣と｢焦点をマ-
8 ｢が｣ と ｢は｣PartI
クする ｢が｣｣に改めて提案したい｡
(12) ジョン 些 来た｡
a)主語 :Johncame.
b)焦点 :John(andonlyJohn)came.
上の暖昧さという観察に関連 して､ 2.1で検討した主要な文型 (分裂文 と













の 3つの機能の他にも ｢強調｣をマークする ｢は｣が存在し､その存在を認知
しなければならないということも主張したい｡





(b) これに対 し､｢は｣の基本的な機能は､文の トピックをマークするこ
と｡総称をマークする ｢は｣および対比をマークする ｢は｣は､ トピッ















































































る ｢は｣ とどのように違うのかがはっきりしない｡もしトピックの ｢は｣ と総
称の ｢は｣に違いが存在するとすれば､それは前者の ｢は｣が発話時点で談話
の文脈を必要とし､後者の ｢は｣は談話文脈を必要 としないというところにあ

















必要か否かである｡ これに対する解答は ｢否｣である｡なぜなら､総称 をマー
クする ｢は｣を含む文は談話文脈があろうがなかろうが現実に発話が可能だか
らである｡ 従って､想像に対 しては次のようにも言えるのである｡ つまり､想
像 とは､談話文脈を必要 としている文の単なる投影された形あるいは形而上学





(21) 雨 旦 降っているが､風 旦 吹いていない｡
対比 対比
Kuno[8]は､(21)kあるような ｢は｣には対比 (実際には対照 という用語を
用いているが､ここでは対比 という用語が日本語研究者の中でも広 く使われて
いるという理由でこの用語に置き換えて議論を進める) という機能があるとい
うことを主張 している｡ もっと具体的に言うと､(21)kおいて前文の ｢雨｣ とい





(2) a.魚 旦 よく食べますが､肉 旦 あまり食べません｡
対比 対比
b.日本語で 旦 歌えますが､英語で 旦 歌えません｡
対比 対比














b.中から 旦 見えますが､外から 旦 見えません｡
対比 対比
C. 3月まで 旦 待てますが､ 4月まで 旦 待てません｡
対比 対比





14 ｢が｣ と ｢は｣PartI
されている｡
Kunoの上記の ｢対比｣をマークする ｢は｣についての観察には同意できる














のがこれまで検討 してきた 3つの ｢は｣のどれにも該当し得る可能性が高いか
らである｡
まず､この ｢は｣を対比をマークする ｢は｣ と仮定 して議論を進めてみよう.
対比をマークする ｢は｣ と総称をマークする ｢は｣の違いは一体何なのであろ








え､後の節でもっと詳 しく述べることにする｡ しかし､ 1つだけここで言える
ことは､ トピックをマークする ｢は｣ と対比をマークする ｢は｣はある構文に
おいてしっか りと区別 しなければならないということだ｡この点をこのすぐ後
に続 く節で取 り上げることにする｡
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3.4.連続 して現れる ｢は｣
日本語ではしばしばある文中に ｢は｣が連続 して現れる文型が存在する｡ と
ころが､往々にしてそれらの文型では文の最初に現れた｢は｣が トピックをマー
クする ｢は｣であり､残 りの ｢は｣は対比をマークする ｢は｣であるようだ｡4)
次の例文を見られたい｡
(25) a.学生が教室で携帯電話を使っていない (こと)0
b.学生は 教室では 携帯電話は 使っていない｡
トピック 対比 対比
(25)bの中の最初の名詞 ｢学生｣をマークしている ｢は｣はトピックで､それ





これまでは､ トピックをマークする ｢は｣､総称をマークする ｢は｣､対比を
























まず､(26)aの例文に現れる ｢は｣についてであるが､ この ｢は｣は動詞の ｢て
形｣に続 き､そのす ぐ後に動詞 ｢寝｣が続いて現れている (食べて旦寝)｡ この
種の ｢は｣の用法は日本語において特異なものとは認め難い｡ここで大切なこ
とは､｢食べて旦寝｣の中の動詞 ｢食べて｣ と ｢寝｣が ｢は｣によって結ばれ､
それらが 1つの大 きな動詞句を成 しており､この部分が強調されていると言え
るのではないだろうか｡(26)bの例文 も同じような趣旨のことが言える｡つまり､
(26)bでは2つの動詞句が ｢は｣によって連結されてお り (平和を祈って旦失望
に明け暮れる)この部分が強調されていると解釈できるのではなかろうか｡ こ
こでの強調 という意味をもっと具体的に述べれば､(26)aでは ｢食べる｣と ｢寝
る｣､(26)bでは ｢平和を祈 る｣ と ｢失望に明け暮れる｣の動作 (あるいは状態)
が繰 り返されるということになる｡
次に､(27)aについて検討 してみよう｡ この文の中の ｢百万円｣ という数量詞
は､発話者が宝石は (絶対に)百万円以上するということを認識 してこの文を
発話 したことを暗示 している｡従って､ここでの ｢百万円｣は発話者の観点か
ら見れば ｢少な くとも百万円｣ という意味合いで発話 していることになる｡つ
まり､ この ｢百万円｣という数量詞は文中において強調されていると見るのが
妥当なのではないだろうか｡ これをもっと別の方法で表現すれば､発話者はこ
の ｢百万円｣ という数量詞を ｢少な くとも｣ という限定 した意味合いを込めて

















































る｡ 従って､これらの例文に現れる ｢は｣は強調をマークする ｢は｣であると
いう結論を導き出すことができる｡(26)-(28)の例 と(29)-(31)の例を比較すると､｢強調｣
をマークする ｢は｣とそれ以外の機能を持つ ｢は｣(つまり､ トピックをマーク






































































b.昨日旦 学生旦 ゼミで旦 静かだった｡
対比 トピック 対比
21
(留学生センター教授)
